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右
者

去
丑
ノ
冬
武
州
三
田
領
日
原
山
ゟ
出
申
候
上
野

御
用
木
玉
川
通
引
人
足

去
寅
ノ
三
月
八
日

ゟ
同
十
日
迄
出
人
足
四
拾
三
人
賃
銀
壱
人
二

付

壱
匁
ツ
ヽ
此
度
被
下
置
難
有
奉
存
候

出

人
足
之
者
共
方
江

今
明
日
中
二

割
渡
し
可

申
候

為
後
日
一
札
指
上
ヶ
申
候

以
上

元
禄
十
弐
年
卯

四
月
廿
日

御
代
官
様

武
州
油
平
村

名
主
八
左
衛
門
㊞

組
頭
伊
兵
衛
㊞

右
之
通
り
日
原
山
上
野
御
用
木
賃
銀
御
渡
ル

極
候

我
等
共
壱
人
二

付
壱
匁
ツ
ヽ
慥
二

請
取
申
候

以
上

吉
兵
衛
㊞

利
兵
衛
㊞

伊
兵
衛
㊞

権
右
衛
門
㊞

市
郎
左
衛
門
㊞

庄
左
衛
門
㊞

次
郎
左
衛
門
㊞

新
兵
衛
㊞

長
兵
衛
㊞

十
右
衛
門
㊞

久
右
衛
門
㊞

甚
右
衛
門
㊞

直
左
衛
門
㊞

市
郎
兵
衛
㊞

戸
右
衛
門
㊞

久
左
衛
門
㊞

与
三
兵
衛
㊞

仁
左
衛
門
㊞

市
兵
衛
㊞

七
郎
兵
衛
㊞

与
左
衛
門
㊞

仁
兵
衛
㊞

藤
兵
衛
㊞

こ
の
文
書
の
中
に
出
て
く
る
「
上
野
御
用
木
」
と
は
上
野

寛
永
寺
の
建
築
用
材
の
事
で
す
。

東
京
上
野
に
あ
る
天
台
宗
の
寺
院
寛
永
寺
は
、
江
戸
時

代
徳
川
家
康
の
帰
依
を
得
た
僧
天
海
に
よ
っ
て
、
家
康
没

後
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
川
越
の
東
叡
山
喜
多
院
の

住
持
を
し
て
い
た
天
海
は
、
元
和
８
年
（

）
江
戸
幕
府
よ

１６２２

り
、
江
戸
忍
岡
の
地
を
与
え
ら
れ
寛
永
２
年
（

）
本
坊
を

１６２５

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
天
海
は
東
叡
山
の
名
を
こ
こ
に
移
転

し
、
翌
年
藤
堂
高
虎
が
傍
に
東
照
宮
を
建
て
、
つ
い
で
諸
侯

や
天
海
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
周
辺
に
諸
堂
が
建
立
さ
れ
、
上

野
一
帯
の
地
は
壮
観
を
呈
し
た
の
で
す
。

徳
川
氏
は
芝
増
上
寺
と
と
も
に
本
寺
を
将
軍
の
廟
所
と

し
、
家
光
・
家
綱
・
綱
吉
・
吉
宗
・
家
治
・
家
斉
・
家
定
・
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参
考
文
献

「
五
日
市
町
史
」「
奥
多
摩
町
誌

歴
史
編
」「
青
梅
市
史
史
料
集
第
十
九

谷
合
氏
見
聞
録
」「
国
史
大
辞
典

第
３
巻
」

慶
喜
お
よ
び
そ
の
夫
人
の
廟
も
営
み
、
将
軍
自
ら
参
詣
し
ま
し

た
。
そ
の
儀
は
厳
重
を
極
め
、
幕
府
は
そ
れ
ら
廟
所
料
と
し
て

寺
領
を
追
加
寄
進
し
、
総
額
約
一
万
石
に
及
び
ま
し
た
。
寺
は

寛
永

年
（

）
を
は
じ
め
、
度
々
の
火
災
で
諸
堂
を
多
く
焼

16

１６３９

失
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
元
禄

年
か
ら

年
に
焼
失
し
た
建
物
の
再
建

10

11

の
た
め
、
そ
の
用
材
を
奥
多
摩
の
日
原
に
あ
る
御
林
山
か
ら
伐

に
っ
ぱ
ら

お
は
や
し
や
ま

り
出
し
、
川
下
げ
す
る
た
め
の
人
足
が
不
足
し
た
の
で
、
玉
川

（多
摩
）

筋
の
下
流
村
々
に
も
人
足
を
出
す
命
が
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
時
点
で
既
に
寛
永
寺
は
幕
府
の
重
要
な
地
位
を
占

め
て
い
ま
し
た
。

文
書
の
一
つ
目
に
は
、
人
足
賃
金

人
分
請
取
、
そ
れ
を
人

43

足
に
出
た
村
人
た
ち
に
確
か
に
割
渡
す
こ
と
を
確
約
し
た
証

文
で
油
平
村
の
名
主
・
組
頭
連
印
で
代
官
に
差
し
出
し
て
い
ま

す
。
二
つ
目
に
は
、
人
足

人
分
を
請
取
っ
た
村
人
た
ち
の
連

43

印
の
証
文
で
名
主
八
左
衛
門
に
差
し
出
し
て
い
ま
す
。

玉
川
・
秋
川
の
川
付
き
の
村
で
も
な
い
油
平
村
に
、
出
人
足

の
命
令
が
ど
う
し
て
出
さ
れ
た
の
か
疑
問
に
思
い
、
秋
川
・
多

摩
川
通
り
下
流
に
位
置
す
る
あ
き
る
野
市
内
の
旧
村
々
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
小
川
村
に
同
様
の
古
文
書
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
元
禄

年

月
に
小
川
村
で
は
人
足

12

3

賃
銀
を
請
取
っ
た
証
文
を
出
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
一
人
に
つ

き
、
一
匁
ず
つ
請
け
取
っ
た
こ
と
を
記
し
た
「
手
形
之
事
」
と

標
題
に
あ
る
古
文
書
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
は
、

寅
年
の
年
貢
諸
役
銭
の
割
付
に
村
人
全
員
承
知
す
る
請
書
を

兼
ね
て
い
て
、
同
じ
く
寅
（
元
禄

年
）
の
春
中
、
三
田
領
日

11

原
山
御
用
木
引
人
足
賃
銀
一
人
に
つ
き
銀
一
匁
ず
つ
請
取
っ

た
事
の
証
文
で

人
連
印
し
て
差
し
出
し
て
い
ま
す
が
、
人
足

58

人
数
や
支
払
わ
れ
た
賃
銀
の
合
計
は
不
明
で
す
。

と
こ
ろ
で
、こ
れ
ら
の
史
料
を
裏
付
け
る
記
述
が
『
奥

多
摩
町
誌
』
に
載
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
書
き

出
し
て
み
ま
す
。

先
ず
元
禄

年

月
に
出
さ
れ
た
川
触
の
古
文
書

10

8

が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
要
約
し

て
箇
条
書
に
し
て
み
ま
す
。

⚪「

武
州
三
田
領
山
内
よ
り
御
用
木
を
江
戸
へ
廻
す

事
に
つ
い
て
、
富
士
屋
伊
右
衛
門
・
小
嶋
屋
市
郎

兵
衛
・
大
野
屋
与
太
夫
と
い
う
者
が
請
負
っ
た
。

⚪

川
通
り
滞
り
な
き
よ
う
、
御
料
私
領
共
に
精
を
出

し
て
引
人
足
を
出
す
。

⚪

も
し
、
大
水
で
材
木
が
流
れ
つ
い
た
ら
、
紛
失
し

な
い
よ
う
そ
の
場
所
へ
揚
げ
て
置
い
て
江
戸
木
材

（
マ
マ
）

町
四
丁
目
小
嶋
屋
市
郎
兵
衛
方
へ
届
け
る
。

⚪

御
用
木
に
打
つ
木
印
鑑
を
遣
う
の
で
、
そ
れ
を
引

合
わ
せ
必
ず
届
け
出
る
。

⚪

こ
の
証
文
は
武
州
三
田
領
と
同
国
六
郷
迄
の
川
通

り
の
村
々
へ
廻
す
の
で
、
こ
れ
に
背
い
た
者
は
処

罰
す
る
こ
と
に
な
る
。」

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
す
が
、
次
に

「
こ
の
川
触
は
、
二
俣
尾
の
『
谷
合
氏
見
聞
録
』
に
よ

る
と
、
江
戸
東
叡
山
中
堂
修
復
の
た
め
、
奥
多
摩
町

◦

◦

◦

◦

海
沢
（
及
び
日
原
等
の
御
林
山
）
の
山
中
か
ら
御
用

◦

◦

木
を
伐
り
出
し
た
と
き
の
も
の
で
、
元
禄
十
一
年
二

月
出
材
が
遅
延
し
た
た
め
川
通
の
村
々
か
ら
人
足
が

で
て
、
こ
れ
を
曳
い
た
。
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
谷
合
氏
は
、
元

禄

年
（

）

月

日
に
「
去
年
御
用
木
曳
人

12

１６９９

3

19

足
代
村
々
江

一
人
二

銀
一
両
宛
被
下
」
と
書
か
れ
、
曳

（
匁
）

（
く
だ
さ
る
）

人
足
賃
銀
は
各
村
々
が
遅
れ
て
支
給
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

次
に
「
松
村
安
一
氏
は
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に

は
、
上
野
寛
永
寺
用
材
の
伐
出
し
が
始
ま
り
、
日
原
の
御
林

の
分
は
、
小
島
屋
市
郎
兵
衛
、
西
村
屋
平
兵
衛
が
請
負
っ
た

が
、
人
足
の
不
足
を
遠
く
油
平
村
（
秋
川
市
）
辺
ま
で
求
め

て
補
っ
た
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
油
平
村
と
小
川
村
の
古
文
書
で
し
か
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
草
花
村
・
平
沢
村
・
二
宮
村
・
野
辺
村
・

雨
間
村
・
牛
沼
村
等
も
同
様
の
人
足
に
駆
り
出
さ
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
油
平
村
の
文
書
の
出
人
足

中
に
代
継
村
の
出
作
の
人
た
ち
が
７
人
ほ
ど
入
っ
て
い
ま

す
が
、
代
継
村
に
は
出
人
足
の
川
触
は
廻
ら
ず
、
油
平
村
を

境
と
し
て
秋
川
上
流
域
ま
で
人
足
の
触
れ
は
及
ば
な
か
っ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
秋
川
筋
の
筏
の
起
源
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
元
禄
5

年
（

)

高
尾
家
文
書
が
初
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃

1692

は
、
ま
だ
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
造
林
が
普
及
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
ク
リ
・
カ
シ
・
ナ
ラ
・
ツ
ガ
・
モ
ミ
・
ア
カ
マ

ツ
・
ヒ
ノ
キ
の
天
然
木
を
伐
り
出
し
て
流
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
す
べ
て
大
木
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
を

扱
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
経
験
豊
富
な
江
戸
の
材
木
商
と
雇

わ
れ
て
い
た
従
業
員
た
ち
で
あ
り
、
当
地
方
の
村
人
た
ち

は
雇
用
さ
れ
な
が
ら
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
江
戸
初
期
に

は
こ
の
地
方
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
杉
の
苗
も
と
り
寄
せ
、

ヒ
ノ
キ
と
と
も
に
植
林
し
、
後
に
筏
師
（
材
木
商
）
を
生
み
、

江
戸
後
期
よ
り
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
前
期
ま
で
経
済
的
潤

い
を
も
た
ら
し
、
地
域
の
活
況
に
一
役
か
っ
た
の
で
す
。


